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　　道東勤医協看護部

頑張ってます!     ～存在感ある訪問看護STめざして～
　　　                                 訪問看護ST　すこやか

　2008年1月から、釧路協立病院ホームページに登
場した「看護師ブログ」ですが、大変好評につき「看
護ブログ集」として発行しました。
看護部門には、すでにフル掲載で配布しています。そ
の他のセクションには、選りすぐりのコンパクト版を
配布します。道東勤医協の看護活動を
まわりの方に語り広げてください。
「ブログを見て・・」と就職のき
っかけになった看護職もいます。

　

　　ホームページも見てね！

　今年度は、研修会参加報告会を開催し
ます。2～3研修会の報告を、1研修会あ
たり20～30分で報告してもらう内容です。
「ひとりでも多くの皆さんに研修会で学ん
だエッセンスを伝えたい」が、その趣旨で
す。
　もちろんここだけで済ませず、セクショ
ン・委員会等でじっくり学ぶ伝達学習会も
企画してくださいね。

第1回　研修会参加報告会
　6月15日（火）18:00～19:00
道東勤医協会館2階会議室

研修会に参加した皆さん、これから
参加する皆さん、よろしくお願いし
ます。

研修会参加報告会を
　　　　　　　　開催します

　看護長室に、第40回
日本看護学会論文集が
届いています。
研究活動に活用してく
ださい。
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　在宅医療が注目される中、訪問看護ステーションでは法
人内だけではなく、他病院の医師が主治医の患者さんの管
理も行い、依頼も増えています。
　市内某病院を退院後、訪看を利用し自宅へ帰ったYさん
は、在宅での嚥下訓練の効果があり、胃ろう栄養から、経
口摂取ができるようになりました。また、閉塞性動脈硬化症
による足趾の壊死も訪看での発見が早く悪化を防げまし
た。受診の後、奥さんから「先生から勤医協の訪看さんは
知識レベルが高いね、適切な処置ですねって、行くたびに
言われるよ。」とうれしいお話もいただきました。
　また、同病院のがん末期の患者さんの退院時には、医師
や病棟師長さんと連携し、ご本人、ご家族が満足できる最
後の家庭生活を送る援助ができました。

　他病院の医師と直接連絡を取り合うことは、とても緊張と
ストレスを感じますが、どこの医師にも快く対応していただ
けるので良い連携が取れています。
　今後、どこの病院の医師からも「すこやか訪看に任せれ
ば安心」と思っていただける大きな存在となれるよう知識と
技術の向上に励みたいと思います。


